
 自分のやりたいことを将来の仕事にできると

いいなあと思っている人は多いと思います。し

かし実際にやりたいことを仕事にできている

人って意外と少ないのかもしれません。 

 ある「将来なりたい職業のベスト20」による

と、小学生男子のベスト3が1位野球選手、2位

サッカー選手、3位学校の先生、であるのに対

し、高校生男子のベスト3は1位学校の先生、 

2位公務員、3位医師となっています。女子では小学生が1位保育士・幼稚園教諭、2位看

護師、3位マンガ家、高校生では1位学校の先生、2位保育士・幼稚園教諭、3位看護師で

した（Benesse教育研究開発センター調べ「第1回こども生活実態基本調査報告書」より）。

子どもの頃の「憧れ」が、次第に安定した「職業」を希望するように変わっています。現実

社会にはいろいろなことがあります。それでも憧れの気持ちを、「職業」につなげていけた

ら素敵だと思いませんか？ 

 先日、ある総合高校1年生の「産業と社会」という授業の講師依頼を受けて行ってきまし

た。テーマは「スポーツを仕事にする」です。会場には運動部所属の人、スポーツが好き

な人、スポーツに関係する仕事に就きたい人などが集まってくれました。スポーツインスト

ラクターやスポーツトレーナーの仕事とはどんな仕事か、スポーツクラブなどで求めている

専門職はどんな人たちなのか、そして最も大切なこととしてスポーツを仕事にするために

「スポーツが好きなことは絶対に必要だけれどそれだけでは不十分だ」ということをお話し

いたしました。これは保育士や介護福祉士も同じですね。子どもが好き、お年よりと話す

のが好き、は必要だけれど、そこには同時に対象者を正しく理解して、必要なサービスを

提供しする工夫をし、自らの働きに責任をもって対応していくことが大事。なぜなら「職業」

だからです。 

 例えば最近の総合スポーツクラブ利用者の平均年齢は60歳を超えています。どうして高

齢者の利用者が増えているのでしょうか。また、スポーツクラブに自分の子どもを預ける

親の気持ちを考えて、どう子どもたちと向き合えば良いでしょうか。会員とのコミュニケー

ションはなぜ必要なのでしょうか。会員が望んでいることを的確につかむにはどうすれば

よいのでしょうか。「スポーツが好き」だけではとても担えない仕事です。だからこそ今から

準備しなければならないことがあるでしょうし、まずは「職業」について知ることが大切で

す。現場が求めている質の高いインストラクターにはスポーツが好きであること、運動能

力が高いことも大切な要素ですが、もっと大切なことがあることも確かなのです。 

 今、将来なりたい職業があって、もし「自分には無理」とあきらめているとしたら、野球選

手やサッカー選手になりたいと思う「スポーツが好き」の気持ちを忘れずに、自分以外の

たくさんの人も同じようにスポーツが好きになっていくように、そして健康を守っていけるよ

うに夢を拡げられたらいいですね。「スポーツを仕事にする」ことは、自分の憧れをかなえ

る方法かもしれません。 
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What’s New! 

 

・ 「がんばろう日本！」 

  音楽祭を開催しました 
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海洋キャンプ実習 
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カヤックでいざ！ 

こども総合科2年生が行う、海洋キャンプ

実習。8月30日、今年もYMCA三浦ふれ

あいの村へ元気に出発しました。しかし

何日も前から天気予報では「台風12号

上陸」が予測され、不安の中での出発と

なりました。 

残念ながら入水できたのは1日だけでし

たが、艤装（ヨット組立）、手旗信号、天

気図の読み方書き方など、さまざまな海

洋スポーツのスキルを学びました。キャ

ンプ中はグループでの様々な活動があ

り、多くの気づきがありました。参加した

学生のレポートです。 

「クラスで3回目のキャンプは、クラスの全

員で『成功させたい』と思ってました。日

常と違い、大変なこともあったけれど自分

だけが辛いのではなくみんな同じように

感じていると思ったとき、自分がみんなに

してあげられることは何だろう、と考える

ことができました。何度も何度も改善点を

話し合うことで、団結することもできたと

思います。自分のことだけでなく周りへの

配慮・感謝を忘れずに心がけたいと思い

ます。」 

後期も学校行事が続きます。みんなでガ

ンバロウ！ 

「“みる”コンサート物語」でボランティア 

受付でのチケット受け渡し 

年齢や障がいの垣根を越えて集える場

を設け、福祉を身近に触れて貰えるよう

な福祉イベント「“みる”コンサート物語」

が8月26日に「福祉の広場」実行委員会

の主催で行われました。影絵劇団かしの

樹による影絵と手話、プルミエによるクラ

シック音楽がコラボレーションした、誰も

が楽しめる「バリアフリーなコンサート」で

す。 

当日は近隣の保育園や障がい者施設か

らも多くの方が来場しました。学生も会

場内でもボランティアとして大活躍！参

加した学生は「初めは緊張や不安でいっ

ぱいでしたが、ほかのボランティアの人

たちと話したり関わることができて良かっ

たです。コンサートは子どももお年寄りも

みんな本当に楽しそうに夢中に、笑顔が

みられました。私はドアの開閉やトイレの

案内などをしたのですが、帰るときに「あ

りがとう」「楽しかったよ」「また楽しみにし

てるね」などと言葉をかけてくだっさりとて

もうれしくなりました。」 

ボランティアは笑顔や感謝をいただくこと

もできる貴重な経験です。 

YMCAあつぎ保育園ホサナで給食！ 

今日のおさかな、おいしいよー！ 

隣接するYMCA厚木保育園ホサナには0

才から就学前までの70人近い子どもた

ちが通っています。今回、日本語学科の

学生とこども総合科の学生が子どもたち

との交流を目的に「給食」にご招待いた

だきました。自己紹介では日本語学科の

学生たちは自分たちの国の言葉で「いた

だきます」を説明しました。 

こども総合科からは、いつも保育園の水

泳プログラムをお手伝いしている学生が

参加しました。給食が始まる前は、いつ

もプールであうリーダーが園にいること

にこどもたちも大興奮！リーダーと一緒

に食べたーい、と大はしゃぎでした。 

保育園の運動会にも学生ボランティアは

大活躍。「保育士になる」夢に向けて、子

どもたちと過ごす体験を大事にしていま

す。 
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優秀賞  

［課題曲］ 介護福祉科2年 

［自由曲］ こども総合科2年 

 

課題曲  

 「輝くために」 

自由曲 

・介護福祉科1年「believe」 

・介護福祉科2年「言葉にできない」  

・日本語学科「世界に一つだけの花」  

・こども総合科1年「栄光の架け橋」 

・こども総合科2年「残酷な天使のテーゼ」 

・健康福祉科3年「ここにしか咲かない花」 

・専攻科「Teeeze」 

今年も、恒例のYMCA祭の季節となりました！ 

当日は、やきとりやおでんなどの模擬店、ステージ発表などたく

さんの専門学校生が活躍します。地域の方や保育園の方など多

くのみなさんに支えられ運営されるYMCA祭。当日の利益はすべ

て国際・地域協力募金となり、タイで人身売買から保護された子

どもたちへの教育支援や、HIV/エイズに苦しめられている子ども

たちのケア、ミャンマー無医村における現地医師団と協働した医

療奉仕活動、そして東日本大震災の復興支援活動へ使われま

す。 

学校の日常の雰囲気を味わうチャンス！遊びに来てください！ 

←↑昨年の様子 

 

11月23日（祝）YMCA祭が行われます！ 

音楽祭 

体育館が音楽ホール？へ変身！ 

6月に実行委員会がたちあがってから4か月。それぞれのクラスが実行委員を中心に、それぞれのクラスが、「自分たちらしさ」を表現

して一生懸命歌いました。練習を始めたころは仕方なく歌っていた人たちも、一生懸命に取り組むクラスメイトや先輩を見て、少しず

つ「やるぞ！」という雰囲気ができあがっていきました。 

今年は「歌と元気を被災地に届けよう」がテーマ。各クラスがそれぞれの思いを胸に課題曲、自由曲に取り組みました。 

YMCA_kenko 
ツイッターを始めました。学校

生活のことや、イベント情報な

どをお伝えしています。 

ぜひフォローしてくださいね。 

 

→http://yokohamaymca.ac.jp/
health/ 

賞状もらいました！ 

介護福祉科1年生は楽譜の裏面でメッセージ 初参加の日本語学科はギター演奏も 

伴奏も一生懸命がんばりました 見事なパフォーマンス「昭和時代」 



電話 046-223-1441 

FAX 046-223-2101 
Email: ymkenko@yokohamaymca.org 
HP: http://yokohamaymca.ac.jp/health 

YMCAではさまざまな活動を通して次のことを学びます。 

 

「自分のいのちとみんなのいのちを大切にすること」 

「家族、地域のひとりひとりとして責任があること」 

「世界と地球を見つめ、考え、行動すること」 

「ボランティア精神とリーダーシップを身につけること」 

「すこやかな心と体を育むこと」 

 

そしてこれらを実現するために、次のことを大切にします。 

「Caring（思いやり）」「Honesty（誠実さ）」 

「Responsibility（責任感）」「Respect（尊敬心）」 

 
YMCA健康福祉専門学校では、カリキュラムや学校行事を通じて4つの大切な価値を意識す

る機会を取り入れています。将来、福祉・保育・スポーツの現場で活躍する学生のみなさん

に、他者への思いやりの心を持ち、相手を敬い、自分の行動に責任を持ち、誠実に取り組ん

でいく専門職になってほしいと願っています。 

こども総合科 

 福祉スポーツコース 

 人間福祉コース 

介護福祉科 

〒243-0018 

厚木市中町4-16-19 
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Believe in your dreams! 
～夢をカタチにする～ 

小田急線本厚木駅から徒歩5分 

本厚木駅周辺にはミロードをはじめたくさんのお

店もあり便利です。有名ラーメン店もありますよ！ 

保育士・介護福祉士をめざすなら！！ 

http://yokohamaymca.ac.jp/health/ 

ＹＭＣＡ健康福祉専門学校 2011年度のオープンキャンパス 

YMCA健康福祉専門学校では、年間を通してオープンキャンパスを実施しています。毎回、午前と午後の2回開催します（9：30

～／14：00～）。 

専門職の先生や在校生に気になることを何でも聞いてみよう！ 

 
●●YMCA推薦で受験ができる●● 

オープンキャンパスでYMCAのこと、学校・学科のことを理解してもらえたかどうか、そして参加した皆さん

の夢がYMCAでかなえられるかどうかを確認します。その結果「YMCA推薦証」が発行されます。 

この推薦証をもっていると、入学試験において「YMCA推薦入試」を受験することができます。YMCA推薦

入試はなんと書類選考のみでの受験が可能になります。  

11月5日（土） 11月19日（土） 12月10日（土） 12月17日（土） 

1月7日（土） 1月21日（土） 2月4日（土） 2月18日（土） 

3月3日（土） 3月17日（土） 3月24日（土）  

午前と午後の2回開催！ 


